
【医療安全に対する取り組み】

＜医療安全の基本方針＞

本院は、医療の安全を守り、患者さんとの信頼を築き、「安全かつ良質な医療を提供する」と

いう病院理念に基づいた医療安全活動に努めています。より質の高い医療を提供するため、

職員の一人ひとりが患者さんの安全を第1に考え医療安全を自分自身の課題として取り組める

ように、安全管理体制の整備・構築,職員への安全教育を実施しています。そして、患者様が

安心安全な医療が受けられるように継続した活動をしています。

＜業務内容＞

1.　医療安全委員会の開催

毎月1回、医療安全委員会を開催し、医療安全に関わる重要事項などについて報告・検討して

います。また、インシデント・アクシデント報告、対応・対策の検討を迅速に協議し医療安全

に関する重要な事項を審議しています。

2.　インシデント・アクシデント報告の収集・分析、情報管理とその対策

インシデント・アクシデント報告は、医療安全推進室で収集・分析し、情報管理しています。

また、その報告から対策の必要性について検討し実施しています。

3.　医療安全に関する職員への啓発・研修の企画と運営

医療安全に関する職員への啓発・研修を、年に2回以上実施しています。

4.　医療安全に関する院内ラウンドと現場の実態調査からの安全対策

安全管理委員会メンバーが定期的に院内ラウンドをして実態調査などを行います。

各部署の安全対策手順が守られているかなどの評価をおこないます。


